
　

長
浜
曳
山
ま
つ
り
の
精
華
で
あ
る
子
ど

も
狂
言
（
歌
舞
伎
）
は
原
則
、
曳
山
を

持
つ
町
（
山
組
）
の
５
〜
12
歳
位
の
男

子
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
ま
す
。
寛
保
２

年
（
１
７
４
２
）
の
台
本
や
、
明
和
６
年

（
１
７
６
９
）
以
降
の
外
題
記
録
な
ど
か
ら
、

こ
の
頃
か
ら
狂
言
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
長
浜
の
町
衆
た
ち
は
子
ど

も
狂
言
を
山
の
芸
と
し
て
選
ん
だ
の
で

し
ょ
う
か
。
３
つ
の
原
因
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
①
曳
山
の
大
き
さ
は
道
幅
に
制
限
さ

れ
る
、
②
当
時
に
流
行
し
た
芸
能
で
あ
る
、

③
神
様
に
奉
納
す
る
意
味
を
も
つ
た
め
で

す
。

　
「
宗
門（
人
別
）改
帳
」に
よ
る
と
、元
禄
８

年（
１
６
９
５
）

と
安
政
４
年

（
１
８
５
７
）

の
長
浜
の
人
口

に
ほ
ぼ
変
化
が

見
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら

長
浜
に
建
つ
家

の
様
子
は
ほ
ぼ

変
わ
ら
な
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。ま
た
、長

浜
城
歴
史
博
物
館
が
発
行
し
た
特
別
展
図

録
の
切
絵
図
を
見
る
と
、江
戸
時
代
に
は
家

が
既
に
建
ち
並
ん
で
お
り
、そ
の
道
幅
を
通

れ
る
大
き
さ
の
曳
山
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
た
め
、四
畳
半
の
大
き
さ
の
舞
台
は

子
ど
も
が
狂
言
を
行
う
の
に
丁
度
良
い
大

き
さ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。つ
ま
り
大

人
が
狂
言
を
演
じ
る
に
は
狭
す
ぎ
る
の
で

す
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
中
頃
は
人
形
浄
瑠
璃

や
歌
舞
伎
が
大
流
行
し
、
町
衆
た
ち
は
こ

れ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
神
様
に
奉
納
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
稚

児
が
行
う
べ
き
だ
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

シリーズ⑨

今秋、ユネスコ無形文化遺産登録を今秋、ユネスコ無形文化遺産登録を
目指す「長浜曳山まつり」の魅力や目指す「長浜曳山まつり」の魅力や
歴史について紹介しています。歴史について紹介しています。

　

長
浜
曳
山
ま
つ
り

　
　
子
ど
も
歌
舞
伎

昨年の子ども歌舞伎の
様子（上・下）

長
浜
・
木
之
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
転
車
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
に
つ
い
て

問
市
民
活
躍
課
（
☎
６
５‒

８
７
２
２
）

産
業
文
化
交
流
拠
点
整
備
事
業
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

問
産
業
文
化
交
流
拠
点
整
備
室
（
☎
６
５‒

６
９
０
７
）

自
転
車
の
加
害
事
故
に
備
え
て

損
害
賠
償
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
や
高
齢
者
が
利
用
す
る
自
転
車
で
の
交
通
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。
自
転
車
に
乗
る
人
が
「
加
害
者
」
と
な
る
交
通
事
故

も
起
き
て
お
り
、
多
額
の
賠
償
金
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
み
ら

れ
ま
す
。（
下
表
参
照
）

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
県
で
は
、
２
月
に
自
転
車
安
全
利

用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

②
自
転
車
の
点
検
整
備
お
よ
び
防
犯
対
策

③
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
義
務

　

※
10
月
１
日
か
ら
施
行

　

現
在
、自
動
車
保
険
の
特
約
や
自
転
車
専
用
の
保
険
、「
Ｔ
Ｓ
マ
ー

ク
付
帯
保
険
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
保
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自

転
車
を
利
用
す
る
人
は
、
必
ず
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
３
月
に
策
定
し
た
「
長
浜
市
役
所
本
庁
跡
地
等
整
備
基

本
構
想
」
等
に
基
づ
き
、
産
業
文
化
交
流
拠
点
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
施
設
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
や
導
入
機
能
の

規
模
、
配
置
イ
メ
ー
ジ
、
事
業
の
進
め
方
等
を
示
し
た
事
業
計

画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計
、
建

設
工
事
と
進
み
、
平
成
31
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

施
設
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方

◇
ま
ち
を
元
気
に
す
る
人
が
う
ま
れ
る
場

◇
人
と
情
報
の
交
流
か
ら
新
し
い
モ
ノ
が
創
造
さ
れ
る
場

◇
進
化
を
つ
づ
け
、
ま
た
来
た
く
な
る
場

◇
み
ん
な
が
、
い
つ
ま
で
も
利
用
し
や
す
い
施
設
運
営

施
設
コ
ン
セ
プ
ト

　

人
・
文
化
・
産
業
を
創
造
す
る
知
の
拠
点

施
設
づ
く
り
の
重
要
ポ
イ
ン
ト

・ 「
中
央
図
書
館
」「
公
民
館
」「
市
民
活
動
支
援
」「
地
域
福
祉

支
援
」「
産
業
支
援
・
商
工
会
議
所
」「
公
民
館
・
市
民
活
躍

ス
ペ
ー
ス
※
」「
駐
車
場
」「
バ
ス
乗
降
所
」
の
機
能
を
備
え

ま
す
。

　

※ 

会
議
室
、
工
作
室
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
等
、
様
々
な
活
動
の

場
と
な
る
ス
ペ
ー
ス

・ 

複
合
施
設
化
に
伴
う
合
理
化
を
図
り
、
全
体
の
施
設
規
模
を

約
６
，２
０
０
㎡
と
し
ま
す
。（
詳
細
は
設
計
段
階
で
決
定
）

・ 

敷
地
周
辺
の
環
境
を
分
析
し
、
設
計
段
階
で
特
に
重
視
す
べ

き
配
置
計
画
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
を
ご
存
知
で
す
か

　

年
に
１
回
、
自
転
車
安
全
整
備
店
で
点
検
・
整
備
を
受
け
る
と
、
そ

の
証
と
し
て
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
が
自
転
車
に
貼
付
さ
れ
ま
す
。
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク

に
は
賠
償
責
任
保
険
と
傷
害
保
険
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
１
年
間
の
付
帯

保
険
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
も
し
も
の
と
き
に
安
心
で
す
。
定
期
的
に

点
検
を
受
け
、
自
転
車
を
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
滋
賀
県
自
転
車
軽
自
動
車
商
業
協
同
組
合

　

☎
０
７
７
‐
５
２
２
‐
７
１
６
６

●自転車での加害事故事例
危険行為 相手の被害状況 賠償額（概算）

片手運転・横断歩道への高速進入 死亡 6,800万円
携帯電話の使用 歩行困難 5,000万円
前方不注意・高速運転 高次脳機能障害 6,000万円
乱暴運転・安全運転義務違反 意識不明 9,500万円
※ 賠償額は、判決文で加害者が支払いを命じられた金額です。

・ 

用
途
に
応
じ
て
必
要
と
さ
れ
る
耐
火
性
能
や
構
造
強
度
、
合

築
・
分
棟
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
費
用
負
担
な
ど
を

整
理
し
、
商
工
会
議
所
部
分
の
分
棟
の
可
能
性
に
つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
。

・ 

本
庁
跡
地
を
中
心
と
し
た
敷
地
に
建
物
、
バ
ス
乗
降
所
、
駐

車
場
を
整
備
し
、
商
工
会
議
所
・
公
民
館
が
位
置
す
る
敷
地

は
駐
車
場
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

・ 

本
体
建
物
建
設
費
と
想
定
さ
れ
る
関
連
事
業
費
を
含
む
総
事

業
費
は
、
お
よ
そ
36
・
７
億
円
と
な
り
ま
す
。

利
用
し
や
す
い
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
施
設
運
営
が
行
え
る
よ
う
、
利

用
者
と
の
意
見
交
換
や
、
各
機
能
の
運
営
を
担
う
団
体
や
利
用

者
が
参
画
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

▲機能のまとまりによる分棟のイメージ
※階層やレイアウトを示すものではありません。

特に重視すべき配置計画方針特に重視すべき配置計画方針

◀
自
転
車
安
全

　

整
備
店
の
店
章
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